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当ファンドは、約款において運用報告書（全体版）

を電子交付することが定められています。運用報告

書（全体版）については下記の手順でご覧いただけ

ます。なお、書面をご要望の場合は、販売会社まで

お問い合わせください。 
 
＜閲覧方法＞ 

右記ＵＲＬ⇒ファンド情報⇒当ファンド名を選択⇒

各種資料のダウンロード⇒「運用報告書（全体

版）」を選択 

 

〒108－0014 東京都港区芝５－36－７ 

お問い合わせ先 

商品開発部 03-6722-4812 

（受付時間：営業日の午前９時～午後５時） 

https://www.tdasset.co.jp/ 

 

 

 
 

受益者の皆様へ 

毎々格別のお引立てにあずかり厚く御礼

申し上げます。 

さて、「ＤＣ アクティブ バリュー 

オープン」は、2021年３月１日に第19期決

算を行いました。 

当ファンドは「アクティブ バリュー マ

ザーファンド」を通じて、わが国の株式に

投資し、信託財産の長期的な成長を目指し

て積極的な運用を行います。当作成対象期

間につきましてもそれに沿った運用を行い

ました。 

ここに運用状況をご報告申し上げます。 

今後ともより一層のご愛顧を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

交付運用報告書 

 

ＤＣ アクティブ バリュー

オープン 

愛称：ＤＣアクシア 
【確定拠出年金専用ファンド】

 

 

商品分類（追加型投信／国内／株式） 
 

 

第19期（決算日 2021年３月１日） 
作成対象期間：2020年２月28日～2021年３月１日

 

第19期末（2021年３月１日） 

基準価額 35,567円 

純資産総額 2,271百万円 

第19期 

騰落率 18.9％ 

分配金合計 ０円 

（注） 騰落率は収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものと

みなして計算したものです。 
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運 用 経 過 
 
基準価額等の推移 

 

 

 
第19期首：29,923円 

第19期末：35,567円（既払分配金０円） 

騰 落 率： 18.9％（分配金再投資ベース）
 
（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2020年

２月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化してい
ます。 

（注）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に
再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用の
コースにより異なります。また、ファンドの購入価額により
課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を
示すものではありません。 

（注）ベンチマークは東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）です。詳細は後
述の「指数に関して」をご参照ください。 

 

基準価額の主な変動要因 

 

マザーファンドを通じて実質的に国内株式に

投資しており、マザーファンドの組入銘柄の株

価変動が基準価額の主な変動要因となります。

期中の基準価額（分配金再投資ベース）は、国

内株式市場の上昇を受け、上昇しました。 

■ 組入ファンドの当期中の騰落率 

組入ファンド 騰落率 

アクティブ バリュー マザーファンド 20.4％
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１万口当たりの費用明細 
 

項目 

当期 

項目の概要 2020/２/28～2021/３/１

金額 比率 

平均基準価額 30,003円 期中の平均基準価額です。 

(a) 信託報酬 342円 1.139％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （投信会社） (   192) (0.641) 委託した資金の運用の対価 

 （販売会社） (   116) (0.387) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理等の対価 

 （受託会社） (    33) (0.111) 運用財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等の対価

(b) 売買委託手数料 36 0.120 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数

 （株式） (    36) (0.120) 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う
手数料 

(c) その他費用 3 0.011 (c)その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

 （監査費用） (     3) (0.011) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （その他） (     0) (0.000) その他は、金銭信託に係る手数料 

合計 381 1.270  

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。 
なお、売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの
を含みます。 

（注）平均基準価額の円未満は切捨て、それ以外の各金額は項目ごとに四捨五入してあります。 
（注）「比率」欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
 
(参考情報) 

■総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は、1.14％です。 
 

 

 

 （注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法によ
り算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値

はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異
なります。 

  

運用管理費用 
（受託会社） 

0.11％ 運用管理費用
（投信会社）

0.64％ 

総経費率 
 1.14％

運用管理費用 
（販売会社） 

0.38％ 

その他費用 
0.01％ 
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最近５年間の基準価額等の推移 

 

 

 

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、作成期首（2016年２月29日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

 
 

 
2016年２月29日

期初 
2017年２月27日

決算日 
2018年２月27日

決算日 
2019年２月27日

決算日 
2020年２月27日 

決算日 
2021年３月１日

決算日 

基準価額（分配落） （円） 22,724 28,819 34,950 31,037 29,923 35,567

期間分配金合計（税込み） （円） － 0 0 0 0 0

分配金再投資基準価額の騰落率 （％） － 26.8 21.3 △ 11.2 △  3.6 18.9

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）騰落率 （％） － 18.2 16.7 △  9.5 △  3.2 21.3

純資産総額 （百万円） 1,786 2,129 2,527 2,309 2,108 2,271
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投資環境 

 
■ 国内株式市況 

当期の国内株式市場は上昇しました。新型コロナウイルスを原因としたパンデミック(世界的大

流行)発生への懸念や世界主要都市がロックダウン(都市封鎖)されたことを嫌気して2020年３月中

旬まで急落が続きました。しかし、日米欧において大規模な財政・金融政策が打ち出され、感染拡

大ペースの鈍化や経済再開の動きが出始めると、経済正常化を先取りする形で株価は急速に戻す展

開となりました。５月半ばからの国内の新規感染者数の減少、緊急事態宣言の段階的解除、世界的

な経済活動再開気運の高まり等によって６月上旬にかけて上昇しましたが、その後は第２波の感染

拡大懸念や円高・米ドル安の進行、米中対立の激化等から膠着状態となりました。11月に入ると、

世界的な低金利政策継続や新型コロナウイルスワクチンの有効性に対する期待感が高まったこと

等が好感され、大幅な上昇となりました。2021年になっても、米国のバイデン新大統領の掲げる巨

額財政出動による景気対策や新型コロナウイルスワクチンの普及によるパンデミック収束への期

待感等から世界株高が続き、日本株も大きく上昇する展開となりました。 

 

当該投資信託のポートフォリオ 

 
■ 当ファンド 

期を通じて「アクティブ バリュー マザーファンド」を高位に組入れました。 
 
■ アクティブ バリュー マザーファンド 

銘柄選択にあたっては、将来的な企業価値拡大が期待できる企業へ適正価格で投資を行いました。

世界的に景気先行き不透明感が高まる中、５Ｇ（第５世代移動通信システム）への移行やＤＸ（デ

ジタルトランスフォーメーション）化の恩恵で需要増が期待できるＩＴ関連企業、デジタル化・Ｅ

Ｖ（電気自動車）化の進展により需要拡大が見込まれる電子部品等に注目し投資を行いました。組

入銘柄数は、概ね65～69銘柄で推移しました。 

ベンチマークに対して組入比率の高い銘柄は、富士通（電気機器）、日本電気（電気機器）、日

本電信電話（情報・通信業）、ＴＯＹＯ ＴＩＲＥ（ゴム製品）、ＴＤＫ（電気機器）等となりま

した。 
 
（注）文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 
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当該投資信託のベンチマークとの差異 

 

 

 

当ファンドの基準価額（分配金込み）は18.9％の上昇、ベンチマークである東証株価指数（ＴＯ

ＰＩＸ）は21.3％上昇し、基準価額はベンチマークを2.5％下回りました。当ファンドは期を通じ

て「アクティブ バリュー マザーファンド」を高位に組入れ、信託報酬部分を除くと、ほぼ同マザー

ファンドの運用成績と連動しました。 

ベンチマークとマザーファンドの差異要因については、期中の業種配分効果はプラス要因、銘柄

選択効果はマイナス要因となりました。業種配分効果では、組入比率の高い電気機器や情報・通信

業の騰落率がベンチマークを上回ったことに加え、組入比率の低い陸運業の騰落率がベンチマーク

を下回ったこと等がプラス要因となりました。銘柄選択効果では、島忠（小売業）、東京応化工業

（化学）、ＴＤＫ（電気機器）等の株価上昇が超過収益に寄与する一方、三井不動産（不動産業）

の株価下落や、株価が大きく上昇した日本電産（電気機器）、任天堂（その他製品）、エムスリー

（サービス業）の非保有等がマイナスに影響しました。 
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分配金 

 

１万口当たりの分配金（税込み）は商品性等を勘案し、見送らせていただきました。収益分配に

充てなかった利益は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 
 

（単位：円・％、１万口当たり・税引前）

項目 

当期 

2020年２月28日 
～2021年３月１日 

当期分配金  0 

 （対基準価額比率） － 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額  34,343 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、

ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金

と一致しない場合があります。 

（注）投資信託の計理上、翌期繰越分配対象額が基準価額を上回っている場合がありますが、

基準価額を超える分配金をお支払いすることはありません。

 

今 後 の 運 用 方 針 
 
■ 当ファンド 

「アクティブ バリュー マザーファンド」を高位に組入れる方針です。 
 

■ アクティブ バリュー マザーファンド 

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）をベンチマークとし、中長期的にこれを上回る投資成果を目指します。 

株式市場の「期待値の低い銘柄」の中から、業績モメンタム好転の可能性が高い銘柄の新規組入

れ、ウェイトの引上げ、業績やバリュエーションの観点から投資魅力の低下した銘柄の売却やウェ

イト引下げを行い、ファンドのパフォーマンス向上に努めてまいります。 
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当 該 投 資 信 託 の 概 要 
 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 信託期間は原則無期限です。 

運 用 方 針 信託財産の長期的な成長を目指して積極的な運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 
ベ ビ ー フ ァ ン ド 

わが国の株式およびアクティブ バリュー マ 

ザーファンドを主要投資対象とします。 

マ ザ ー フ ァ ン ド わが国の株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ベ ビ ー フ ァ ン ド 株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産

総額の30％以下とします。 

分 配 方 針 
分配金額は、委託会社が基準価額水準・市況動向等を勘案して決定しま

す。ただし、必ず分配を行うものではありません。 
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【 参 考 情 報 】 
 
■ 代表的な資産クラスとの騰落率の比較 

 

 

 
（単位：％） 

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債 

平均値 3.1 4.4 7.8 6.4 1.2 1.2 1.5

最大値 34.0 32.2 34.1 37.2 9.3 11.4 19.3

最小値 △ 20.6 △ 22.0 △ 17.5 △ 26.3 △ 4.0 △ 12.3 △ 15.0

 
（注） 上記は、2016年３月から2021年２月の５年間の各月末における直近１年間騰落率の平均・最大・最小を、当ファンドおよび他の

代表的な資産クラスについて表示したものです。 

（注） 当ファンドおよび代表的な資産クラスを定量的に比較できるように作成したものであり、全ての資産クラスが当ファンドの投資

対象とは限りません。 

（注） 騰落率は直近月末から60ヵ月遡って算出した結果であり、決算日に対応した数値とは異なります。 

（注） 当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。 

 
○各資産クラスの指数 

日本株・・・・東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み） 

先進国株・・・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース） 

新興国株・・・ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース） 

日本国債・・・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債 

先進国債・・・ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース） 

新興国債・・・ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円ベース） 
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベースの指数を採用しております。 

※詳細は後述の「指数に関して」をご参照ください。 
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当 該 投 資 信 託 の デ ー タ 
 
当該ファンドの組入資産の内容 
 
■ 組入（上位）ファンド（銘柄） 

銘柄名 
当期末 

2021年３月１日 

比率 

アクティブ バリュー マザーファンド 99.7％ 

その他 0.3 

 

■ 資産別配分 ■ 国別配分 ■ 通貨別配分 

 

 

（注）組入（上位）ファンド（銘柄）および各配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注）国別配分は発行国を表示しております。 

※詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。 

 

純資産等 
 

項目 
当期末 

2021年３月１日 

純資産総額 2,271,518,173円

受益権総口数 638,655,623口

１万口当たり基準価額 35,567円

（注）期中における追加設定元本額は179,937,920円、同解約元本額は245,819,333円です。 
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100.0％

日本円
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組入上位ファンドの概要 
 
アクティブ バリュー マザーファンド（2020年２月28日から2021年３月１日まで） 
 

■ 基準価額の推移 

 

 
■ 上位10銘柄 （組入銘柄数：65銘柄） 

銘柄名 業種 比率
ソニー 電気機器 3.5％
日本電信電話 情報・通信業 3.0 
ソフトバンクグループ 情報・通信業 3.0 
村田製作所 電気機器 2.8 
日立製作所 電気機器 2.6 
富士通 電気機器 2.6 
伊藤忠商事 卸売業 2.5 
三菱商事 卸売業 2.4 
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 2.3 
トヨタ自動車 輸送用機器 2.3 

 

■ １万口当たりの費用明細 

項目 

当期 

2020/２/28～2021/３/１ 
金額 比率 

平均基準価額 28,464円 
(a)売買委託手数料 33円 0.116％
（株式） (33) (0.116)

(b)その他費用 0 0.000 
   (その他) (0) (0.000)

合計 33 0.116 

 

■ 資産別配分 ■ 国別配分 ■ 通貨別配分 

 

（注）組入銘柄および各配分のデータは直近の決算日現在のものです。 
（注）組入銘柄および各配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注）国別配分は発行国を表示しております。 
（注）１万口当たりの費用明細は直近の決算期のものです。費用項目につきましては２ページ（１万口当たりの費用明細の項目の概要）をご

参照ください。 
※詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。 
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指 数 に 関 し て 
 
○当ファンドのベンチマークについて 
 
当ファンドは、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）【出所：東京証券取引所】をベンチマークとしており 
ます。 
 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東証第一部上場全銘柄の時価総額を基準時の時価総額で除して
算出したわが国の株式市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する一切の
知的財産権その他一切の権利は株式会社東京証券取引所に帰属します。 
 
○「代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について 
 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み） 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東証第一部上場全銘柄の時価総額を基準時の時価総額で除して
算出したわが国の株式市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する一切の
知的財産権その他一切の権利は株式会社東京証券取引所に帰属します。 
 
ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース） 
ＭＳＣＩコクサイ・インデックスはＭＳＣＩが開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国の株
式市場の動きを捉える指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はＭＳＣＩ
に帰属します。 
 
ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース） 
ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスは、ＭＳＣＩが開発した新興国の株式市場の動
きを捉える株価指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他の一切の権利はＭＳＣＩに帰
属します。 
 
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債 
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債は、野村證券株式会社が公表している指数で、日本で発行されている公
募利付国債の市場全体を表す投資収益指数です。その知的財産権は野村證券株式会社に帰属します。
なお、野村證券株式会社は、対象インデックスを用いて行われるＴ＆Ｄアセットマネジメント株式
会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。 
 
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース） 
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営さ
れている債券インデックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドのスポンサーではなく、
本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデックスのデータは、情
報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保
証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対
する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
 
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイド（円ベース） 
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ディバーシファイドは、ＪＰモルガン社が算出し公表して
いる、現地通貨建てのエマージング・マーケット債で構成されている指数です。同指数の著作権は
ＪＰモルガン社に帰属します。 




